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今月は新世代のための月間です

　　　　　　　　　　　今月は新世代のための
　　　　　　　　　　月間です。1979年、国
　　　　　　　　　　連の国際児童年に合わせ
て、RIは「ロータリーは子供を大切に」と
いうスローガンを採択し、又、「ロータリー
は、青少年の模範」“Every Rotarian an 
Example to Youth”の標語を採決しました。
新世代のための月間中、ロータリアンは前述の
標語をクラブ会報や、広報資料に使うよう奨励
されています。
　2010年の規定審議会で、新世代奉仕はロー
タリーの活動の土台となるクラブ奉仕、職業
奉仕、社会奉仕、国際奉仕に次ぐ、第五の奉
仕部門として承認され、その重要性が強調され
ました。全てのクラブと地区は、健康、人間的
価値、教育、自己啓発と行った新世代の基本的
ニーズを支えるプロジェクトに取り組むよう奨
励されています。又、「年齢30歳までの青少
年全てを含む新世代の多様なニーズを認識しつ
つ、よりよい未来を確かなものにするために新
世代の生活能力を高めることによって、新世代
に将来への準備をさせることは、ロータリアン
一人一人の責務であります」。ロータリー章典

40.050.

　「新世代奉仕」は言葉から判断しますと、
「生まれたばかりの新生児から学童」も含んで
いることになります。しかしながら、実際の
「青少年奉仕」が「新世代奉仕」に変更された
後も、ロータリーのプログラムは12歳以上の
青少年部門の活動に限られています。その範囲
でしか活動していないRIの青少年活動プログ
ラムに、「新世代奉仕」という名称を冠するこ

とは適切でないという、欧米のロータリアン
からの提案を受け、2013年ＲＩ規定審議会で、
「新世代奉仕」を「青少年奉仕」に戻すという
案が採択されました。

　新世代奉仕の常設プログラムには、インター
アクト、ローターアクト、ロータリー青少年指
導者プログラム（RYLA）、ロータリー青少年
交換プログラムがあります。

インターアクト
　14歳から18歳までの青少年のためのRIの奉
仕プログラム。インターアクトの目的は、奉仕、
国際理解、指導力育成に寄与するため、世界的
な友好の精神の中で活動する機会を提供するこ
と。毎年、少なくとも２つの社会奉仕プロジェ
クトを行い、その一つは国際理解と親善を推奨
するものでなければなりません。当地区では、
韓国3750地区と25回にわたる高校生交換研修
が行われており、大きな成果を上げております。
本年８月11日には、18校からの顧問教師、ス
ポンサーロータリークラブ、会員の出席のもと、
第26回インターアクト年次大会が、さいたま
市立浦和高等学校にて開催されました。スポン
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サーロータリークラブである、浦和東ロータ
リークラブの全面的なサポート、市立浦和高等
学校の５人の顧問教師による指導で、素晴らし
い年次大会となりました。米山記念奨学生、国
際交流基金日本語国際センターにて日本語の研
修中のモンゴル、ネパール、ベトナム、ポーラ
ンド、バングラディッシュからの先生にもディ
スカッションに参加していただき、有意義な国
際交流と親善が行われました。

ローターアクト
　18歳から30歳までの青少年のためのRIの奉
仕プロジェクト。ローターアクトの目的は、青
年男女が個々の能力開発にたって役立つ知識や
技能を習得し、それぞれの地域社会における物
質的あるいは社会的ニーズに取組み親善と奉仕
活動を通して、全世界の人々の間により良い人
間関係を推進するための機会を提供することに
あります。このところ、会員が減少傾向にあ
り、ロータリアンの力で、なんとか会員を増や
したいところです。現在、地区内には８クラブ、
50名の会員登録があります。我々ロータリア
ンは、クラブを維持するための資金を援助する
だけでなく、もっと直接その活動にかかわって
行く必要があると思います。皆様のさらなる協
力をお願い致します。

RYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）
　RYLAの対象となるのは年齢14～30歳の青
少年。若い人々の指導力及び善良な市民として
の資質を伸ばすことを目的としています。本年
度は2014年４月19日から21日まで２泊３日で
熊本県YMCA阿蘇キャンプにて研修を行う予
定です。

青少年交換委員会
　15歳から19歳までの青少年に母国以外の国
を訪問したり、そこに留学したりする機会を提
供します。海外の人々と交流し、異文化を体験
し、外国での生活のあらゆる側面を直接学ぶ機
会を青少年に提供しています。海外の学生との
幅広く親密な交流を通じて、受け入れクラブ、
ホストファミリー、そして地域社会全体が豊か
になることを期待しています。現在、アメリカ、
ドイツ、メキシコ、ブラジル、フィンランド、
デンマーク、ベルギー、スイス、スウェーデン、
韓国と交換しています。受け入れによるクラブ
の費用負担や、ホストファミリーの引き受け手
が少ない等の問題点は多いですが、次世代を担
う若者を育てるという大きな観点に立って、皆
様のご協力をお願い致します。本年度は20名
の青少年交換学生を派遣したいと考えておりま
す。

　新世代は私達の未来を担う大切な若者たちで
す。ロータリーの奉仕活動に、インターアクト、
財団学友、ローテックス、ローターアクトの皆
様にも参加して頂きましょう。ロータリーの将
来にとって新世代ほど重要なものはありません。
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★★★　新世代（青少年）月間に因んで　★★★

　2010年、新世代が第五の奉仕部門として、
従来の新世代育成・インターアクト、ローター
アクト、RYLAの他に青少年交換プログラムを
加えて、ロータリーにとって更に重要な位置づ
けとされました。そして、また今年、新世代奉
仕から青少年奉仕へと名称変更となります。イ
ンターアクト、ローターアクトの韓国RI3750
地区との交流。RYLAへはロータリー米山奨学
生、青少年交換学友、財団奨学生の参加。そし
て、高校生の青少年交換プログラム。国際色豊
かに青少年たちが活動しています。指導力養成
活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プ
ロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解
を深め育む交換プログラムを通じて、青少年な
らびに若者達が成長していくことによりロータ
リー自身も奉仕への充実感が得られることとな
るでしょう。
　この中で一番大切なことは、インターアクト
だけ、RYLAだけ、青少年交換だけ、それぞれ
単独の活動だけで終わらせないことです。12
歳から30歳を中心とした若者たちがこれらの
プログラムを活用し、ロータリーを理解しなが
ら、地域社会、国際理解、世界平和に向けて、
垣根を越え順を追って参加して活動していける
よう推進していかなければいけません。近年で
はこの青少年の中から、様々な分野で活躍して
いる人たちが多数輩出されてきています。ロー
タリーの未来へとも繋がる大切な奉仕活動であ
ることと理解できます。新世代（青少年）奉仕
では、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕と連携を
保ちながら青少年の参加を促進し、こうした世
代の支援を目的としたプログラムやリソースを
ロータリアンが積極的に提供していくことが重
要です。

１、新世代育成・インターアクト委員会
　埼玉県教育委員会との連携により、「フレッ
シュ高校生社会体験活動プログラム（５Days
プログラム）」をロータリアン各企業の職場提
供のご協力を頂き実施し、中途退学者抑制に寄
与しています。毎年のあしなが募金活動を昨年
は東日本大震災支援募金活動に変更し、双葉町
への生活必需品の提供を行いました。
また、韓国RI3750地区との交換交流を実施し
ています。
２、ローターアクト委員会
　地区内クラブでは、チャリティバザーの開催、
乳児院や児童養護施設のお手伝い、障害のある
子供達との交流会、駅前・トイレ清掃等の奉仕
活動や親睦を深めるための交流会を開催してい
ます。しかし、日本全体の課題でもあるが、低
迷化している現状を今一度検証し、未来のロー
タリアンへの大切な位置づけであるために、活
性化すべく道筋を早急に立てていく必要があり
ます。
３、RYLA委員会
� （ロータリー青少年指導者養成プログラム）
　今年度は、熊本にて開催します。30歳まで
の若者を対象に責任ある有能な青少年リーダー
となる方法を身に付けるよう、将来の指導者に
対して効果的な研修を行い、その中で奉仕、高
い道徳的基準、平和といったロータリーの価値
観を学ぶ機会を提供します。
４、青少年交換委員会（日本の高校生と外国の
高校生の交換留学プログラム）

　2013年8月～2014年7月に派遣する学生は
16名、来日する学生は17名になります。今年
度は2014－2015年度の派遣生20名を予定し
ています。ホストファミリー、係る諸費用、危
機管理等、問題点を解決しながら、未来ある若
者の成長のためにロータリアン、クラブの支援
をお願いいたします。

新世代（青少年）奉仕部門委員長　　遊馬　久治
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第 26 回インターアクト年次大会

　第26回インターアクト年次大会は、2013年
８月11日（日）に開催されました。インター
アクト年次大会は、2770地区のインターアク
トクラブの高校生が集まり、奉仕活動について
情報交換及び知識得る場として設定されており
ます。26年前に当地区でインターアクト年次
大会を企画された先輩方に敬意と感謝を申し上
げます。共に、学校関係者とくに顧問の先生方
には感謝を致します。
　2010年規定審議会で第５の奉仕部門に格上
げされ、2013年の規定審議会において新世代
奉仕から青少年奉仕に名称が変更されましたこ
とは、特に新世代（青少年）育成・インターア
クト委員会はこれから、特に、重要性が増して
くると思います。皆さんも御存じのように、イ
ンターアクトは、地域の社会貢献そして国際理
解と貢献の２つの奉仕活動が要求されておりま
す。
　今回の年次大会は、国際理解と貢献をテーマ
に、米山奨学生２名の基調講演で、自分の国の
紹介、そして今までの生い立ちを話していただ
き、分科会で、８カ国の20代～30代の講師を
招き、高校生が考え方、環境の違いを学び、こ
れからのどの様に社会貢献をして行くかを学び
ました。又、ロータリアンは、分科会の時間で、
これからのインターアクトクラブとの関わりに

ついて、初めての情報交換を致しました。
　初めての情報交換会でしたが、学校関係者
（校長先生２人）とロータリアンとの意見交換
は、これからのインターアクトクラブとの関わ
りについて、問題点等がわかり、地区役割・ホ
ストクラブ役割が参加者の皆さんにはご理解が
頂けたと思います。
　ロータリアンの皆様にお願いしたいことは、
日本の教育予算は対GDP3.6％で最下位なので、
これを補うプログラムの作成・ロータリアンの
職業体験を生かして、青少年へのキャリア支援
プログラムの実行が重要だと再確認致しました。
最後に、さいたま市立浦和高等学校関係者及び
浦和東RCの皆さんに感謝とお礼を申し上げ報
告といたします。

新世代育成・インターアクト委員長　　熊木　正太郎
▲ ▲ ▲　ローターアクト委員会　

▲ ▲ ▲

　昨今、当地区大学クラブ及び、地域社会人を
基盤とするクラブが活動しているのですが、な
かなか表立って何をしているか判らないと、良
く言われています。まして提唱ロータリークラ
ブの皆様は、ローターアクトクラブの現状（こ
こ数年の）が衰弱してきている事が大いに感じ
られているでしょう。
　そもそも、個々の個性を発揮出来てこそ、
ローターアクトになりえるのですが、１８才か
ら３０才までの青年男女の若者は、色々な情報
調達方法を駆使して、自分に合った趣味・思考
を取り入れます。その情報網に引っ掛かるロー

ターアクトの体制作りが急務となっています。
ロータリークラブ同様、クラブ会員紹介で入会
する方式が多いローターアクトも、転換期に来
ています。
　固定電話やＦＡＸの連絡方法が、フェイス
ブックや、ツイッターなど（ＳＮＳ）により簡
単に、早く連絡して、コミュニケーションをは
かっています。この流れを大いに生かせれば、
情報発信共有して交流を深めていき、ローター
アクト会員増強・活性化もひと役買うのでは、
と考えます。まずは、今ある地区ローターアク
トフェイスブックを、地区内ローターアクト交

ローターアクト委員長　　川又　徹男
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◆ ◆ ◆　青少年交換プログラムについて　◆ ◆ ◆

　青少年交換プログラムは1929年、コペン
ハーゲンRCによって始められました。当初は、
ロータリアンの子弟を対象にヨーロッパ内の活
動に限られていました。第２次世界大戦により
一時中断しましたが、1946年に再開されまし
た。
　アメリカでは、カリフォルニア州のクラブと
ラテンアメリカの国々との間で1939年に始ま
り1958年にはアメリカ東部まで広がりました。
　1972年RI理事会は青少年交換を国際ロータ
リーの公式プログラムとすることに決定しまし
た。以降、この青少年交換プログラムは、国際
的な理解のもと急速に世界に拡大し現在に至っ
ています。
　2770地区では毎年20名近くの派遣学生の相
互交換を行っております。全国でもトップクラ
スです。地域社会の希望に燃えた親善大使とし
てふさわしい高校生を選考し、１年間海外に派
遣し、派遣国より若さあふれる学生を１年間受
け入れるという事業は、ロータリークラブとし
て最も素晴らしいプログラムの一つであります。
　派遣生・スポンサークラブ・ホストファミ
リーが、お互いの異文化の中から国際理解と親
善の推進を図ることは世界平和へとつながる道
となります。
　また、派遣生は見知らぬ土地でホストファミ
リーに本当の家族として受け入れられ、その素
晴らしい経験で感謝の気持ち、積極性、日本人

としての誇り等を感じ、人間的に大きく成長す
る事が出来ます。派遣生のその後の人生に深く
大きな影響を与えます。これは来日学生につい
ても当てはまります。
　帰国後は、青少年交換学友（ローテックス）
として来日学生や派遣候補生のための勉強会や
オリエンテーション（青少年交換委員会主催）
の手伝いをしたり、派遣学生の英語でのアプリ
ケーションフォーム作成における補助、来日学
生のジュニアカウンセラー、地区大会への参加、
委員会主催の京都・広島旅行、スキーツアーで
の通訳、各クラブでの卓話等、幅広い活動で青
少年交換委員会には無くてはならない存在と
なっています。他にも青少年交換学友主催の歓
迎会・お花見・北本キャンプ・クリスマスパー
ティーや各クラブで開催する事業にも積極的に
参加しています。
　最近はどこの地区（クラブ）でも「会員数の
減少やホストファミリーの引き受け先がない」
というのが現状です。しかしながら、派遣を希
望する高校生はロータリークラブの素晴らしい
留学制度に夢を抱いて門を叩いてきます。この
ような学生の期待に応えられるロータリークラ
ブでありたいと思っています。１クラブで受け
入れられない場合は、数クラブ合同での検討を
是非ともお願いしたい。一人でも多くの高校生
にチャンスを与えて下さるようお願い致します。

地区青少年交換委員長　　池田　玄一（越谷南ＲＣ）

流の場と位置づけ、常時ローターアクト会員の
募集、新世代（青少年）プログラムの連携強化
し、ローターアクト・ロータリアンが自由に閲
覧、発信できるように発信していきます。ロー
タリーファミリー皆様で、盛り上げて頂ければ
幸いです。
　また、新しいローターアクトの提唱方法も、
当地区で考えなければならないのかも知れませ
ん。ロータリークラブも会員減少で、合併が進
む中、ローターアクトクラブも休会ではなく、
合併や提唱ロータリークラブの多クラブ性（グ
ループで１ローターアクトなど）を模索しても
いいかもしれません。
　今後のロータリーの流れ（維持・繁栄）にも
関係するかもしれませんが、地域青少年に見て

もらい、いかに積極的に参加させ、交流・親
睦・奉仕の心を植え付け、各ローターアクトク
ラブがそれぞれ自立して運営され、資金面に関
しても独立するまで育てるには、ロータリアン
のちょっとしたアドバイスに掛かってくると思
います。ローターアクトクラブが、何が出来る
かは、ロータリアン皆さんが、何をさせたいか
で、大いに変わっていきます。積極的に、ロー
ターアクトクラブに参加して頂き、ロータリー
の芽を育てて下さい。
　ご参考に、ローターアクトの手順書なる
『　ローターアクト・ハンドブック　』以前は、
『　ローターアクト必携　』をご覧くだされば、
ローターアクトの活用のヒントにもなるかもし
れません。
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米山記念奨学部門セミナー

　８月３日（土）午後１時30分～“ラフレさ
いたま”に於いて、米山記念奨学部門セミナー
を開催しました。
　当日は、ご来賓、地区役員の皆様をはじめ、
各クラブの会長、米山委員長、カウンセラーの
皆様、米山奨学生、米山学友会等、総勢220名
という多くの皆様にご参加頂きました。
　今回のセミナーは２部構成です。第１部（セ
ミナー形式）では、DVDとパワーポイントを
使い、各委員長より「米山記念奨学事業の概
要」「米山寄付の増進について」「米山奨学生
および学友会の一年間の活動内容等」の講義を
行い、なるべく分かりやすい説明を心がけまし
た。渡邊ガバナー、地区研修リーダーの岩渕パ
ストガバナー、米山奨学会理事の関口パストガ
バナー、ならびに担当諮問委員の森田パストガ
バナーにはご指導を頂き誠に有難うございまし
た。
　第２部（セッション形式）では、各テーブ
ル（20テーブル）ごとに「グループセッショ
ン」を行い、事前に用意したテーマに沿って参
加者全員に活発にディスカッションをして頂き
ました。テーブルリーダーになって頂いたガバ

ナー、ガバナーエレクト、各ガバナー補佐の皆
様、ならびに、セッション終了後の発表者に
なって頂いた田中直前ガバナーと各クラブの会
長様には改めまして感謝を申し上げます。また、
寄付の増進、米山事業、米山奨学生・米山学友
に関して等、セッションを通じて皆様から貴重
なご意見ご要望も沢山頂くことが出来ました。
今後の活動に大いに取り入れていきたいと思い
ます。
　そして、最後に、米山記念奨学会評議員の田
村パストガバナーに素晴らしいご講評を頂き閉
会となりました。
　今回のセミナーのテーマは「ロータリー米山
記念奨学事業の素晴らしさ！」でした。皆様に
寄付をお願いするからには、まずは米山事業の
仕組み、さらには米山記念奨学事業の素晴らし
さをご理解頂きたいということです。
　セミナーを通じて、参加者の皆様が「米山奨
学事業の素晴らしさ」を少しでも実感頂けたら
幸いでございます。
　長時間に渡るセミナーにも関わらず殆どの皆
様に最後までご参加頂きましたことに感謝を申
し上げてセミナーの報告と致します。

米山記念奨学部門委員長　　駒崎　繁夫（戸田西ＲＣ）
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　今は昔。もう20年も前の話になり

ますが、職業奉仕ニュースと言う季刊

誌が2770地区にはありました。この

季刊誌のために専門の部門があり、地

区の会員が、ロータリー金看板である

職業奉仕のことや、ロータリーに対す

る思いや考えを発表する媒体として、

地区内に限らずに全国的にも話題のも

のでした。そしてこの職奉ニュースは、

地区の予算に頼らず、広告収入だけと

いう独立採算の雑誌だったことも大き

な特徴でした。この度、歴代地区幹事

会の大竹会長の発案で、この自由闊達

な意見交換の場をガバナー月信の中で、

復活させることになりました。毎号１

頁に２人ずつ投稿をいただいていく予

定ですが、まずはこのシリーズの最初

は、発案者で佐野年度の地区幹事、大

竹庄藏さん（大宮西ＲＣ）からはじめ、

ガバナーを裏から支えた歴代地区幹事

の皆様方にリレー形式で頂戴したいと

思います。毎号、お二人ずつですと、

渡邊年度の最終号までには、全員の歴

代地区幹事の皆様全員原稿が掲載出来

る予定です。

　かつて当地区に、価値ある季刊誌「職奉

ニュース」が、1976～77　高橋理平Ｇ年度か

ら16年間にわたって発行された貴重な事実が

ある。

　東京オリンピックの後、ニクソンショック、

次いで石油ショックを契機に、日本経済は低成

長時代へと急変し、誰もが大きな危機感とそれ

らへの対応策に明け暮れていた。

　当地区ＰＧ　半田利一氏が、経済の活性化を

図る目的で、新企画「職業連絡会議」・「ヴォ

ケーショナル・ガイド」・「職奉ニュース」の

３プロジェクトを提案された。

　新企画の趣旨は、それまでのロータリーの哲

学、手続要覧にある職業奉仕の理念・規定と、

文脈上些かズレを思わせる部分もあったようで

あるが、ロータリーの基調を変えず、その運用

面で柔軟な融通性を持たせて堂々と前進すべし、

と革新的な新理念を示されたものであった。

　以降の各号には、時のガバナーをはじめ、地

区内外の有識者、高名な先輩ロータリアン、地

区内各クラブロータリアンから、真摯な職業観、

人生観など、珠玉の名編・ご高説が次々と寄せ

られ、しばしば目から鱗のおもいをしたもので

ある。

直前地区幹事
小林　玖仁男

大竹　庄藏（大宮西ＲＣ）

「職奉ニュース」の紹介

復活！［職奉ニュース］ シリーズ金看板①
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　現代社会で人として生きて行くということは、
皆がそれぞれ働いて生活して行くということで
あろう。自由主義社会では、人々は懸命に努力
すれば、或る程度自分の希望する仕事・職業に
就くことが可能である。
　自分が選んだ職業であるから、誠意をもって
忠実に遂行して行く時、周囲からの信頼・期待
が集まり、新しい夢が生まれるであろうし、職
業人としてその夢に挑戦するのは至極当然であ
り、同じ志を持った人々の集まりがロータリー
を発展させて来たと思うものである。
　「職業奉仕はロータリーの金看板」、また
「職業を通じて社会に奉仕せよ」と、些か気む
ずかしいフレーズで表現されているため、言葉
として承知出来ても、真の意義理解を難しくさ
せている。と言われているが、職業人として夢
を成功させようと懸命に精進することが、即・

職業奉仕そのものであり、サテ、職業奉仕とは
と殊更難しく考えずに、社会通念上の「イイコ
ト」は、殆んどが善意に基づいた奉仕の一端と
捉えて行動すれば、それは紛れもなく立派な職
業奉仕であり、また社会奉仕に通じるものがあ
ると考えている。
　「社会に役立つ人間になる方法はいろいろあ
るが、最も身近で、しばしば最も効果的な方法
は、間違いなく自分の職業の中にある」と、創
始者ポール・ハリスが“ナショナル・ロータリ
アン誌　1912年１月号に明言しており、ポー
ルハリス語録の一つに、「ロータリーとはいろ
いろな考え、理解があるであろうが、その基調
たるものは『善意・善意・善意』とあり、いつ
もいかなる時も大切にして行きたいおもいであ
る。

　７月11日木曜日、川口そごうのダリアリー
ムで川口ＲＣの例会が開かれ、渡邊ガバナー
の公式訪問がいよいよ始まりました。川口ク
ラブでもこの日のために、特別に鰻を用意し
お迎えをしました。
　前年度ガバナーのクラブに最初に行くのが
ロータリーの決まりです。ここで、田中直前
ガバナーと渡邊ガバナー、小林直前地区幹事
と佐々木地区幹事がバッジの交換を行い、晴

れて引き継ぎの儀式が終わります。
　田中年度の花道で、渡邊年度の門出となったこの例会では、川口が満を持して用意した新会員のバッジも渡邊
ガバナーに付けていただきました。これからあと７５回、渡邊ガバナーの公式訪問の熱い日がずっと続きます。
どうか体力には注意をなさって浦和北ＲＣのゴール公式訪問まで、頑張ってください。

大竹　庄藏（大宮西ＲＣ）

例会日：平成25年７月11日（木）
会長：小川　長四郎／幹事：岡村　睦美

川口RC　渡邊ガバナー、公式訪問はじまる

「職業奉仕」私の理解

公式訪問レポート

ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ №３

9



　７月16日、今年度始まって３回目の例会と、昨
年同様の早い時期にガバナー渡邊和良様と第２グ
ループガバナー補佐小山一宏様をお迎えして、公式
訪問を実施いたしました。
　例会に先立って行われた懇談会では、クラブの現
状、中長期に亘ってのクラブ運営について様々な御
指導と助言を頂きました。また、例会ではプロジェ
クターを使い、世界大会の様子を交えながらロータ
リーの現状と活動の重点項目について御説明を頂き
ました。クラブ協議会では、各部門委員長の事業方
針・活動計画等の発表に、ガバナーの熱意ある御講
評を頂き、また、懇談会形式での各会員への御助言
を頂きました。

　最後に小山ガバナー補佐より総括の御講評を頂き、少人数ながら良いクラブ協議会になったと感謝
いたしております。渡邊ガバナー、小山ガバナー補佐には、長時間に亘り御指導頂き大変有意義な一
日となりました。誠に有難う御座いました。

例会日：平成25年７月16日（火）
会長：葭谷　広行／幹事：小嶋　明夫

浦和西RC

　７月16日、ラフレさいたまで開かれました、さ
いたま欅ロータリークラブ例会に渡邊和良ガバナー
をお迎えいたしました。
　例会に先立ちまして約１時間の面談が設けられ、
提出したクラブ現状報告書に基づいたクラブの活動
と今後の方針などについていろいろとご指摘や助言
をいただきました。
　例会には渡邊和良ガバナー、和田英二地区副幹事、
濱野英美ガバナー補佐、さいたま欅ロータリークラ
ブ会員のほかに米山奨学生の張金凱君が出席しまし
た。そして、渡邊ガバナーのスピーチをいただきま
した。

　ロンバートン会長の今年度のテーマ「ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」のお話。
　渡邊ガバナーの今年度方針「奉仕の心を行動に移そう　Service begins with you」のお話。
　ポリオ撲滅のお話。私は個人的にはポリオのお話が一番感銘を受けました。一般論的なポリオ撲滅
のお話が、渡邊ガバナーのお話で、リアルに現実的になって、国際ロータリーや国際奉仕のテーマと
ともにより理解出来、素晴らしいお話でした。また、事前の懇談会は非常に和やかな雰囲気の中、質
疑応答をさせていただき、渡邊ガバナーのやさしい人柄に触れさせていただきました。
　地区活動方針、１）RI戦略計画の理解と実施、２）ポリオ撲滅への支援、３）会員増強、４）積
極的な新世代奉仕４点の重点目標を良く理解し、推進していきたいと思います。
　例会後に懇親会が行われ、「さいたま欅ロータリークラブさんは、非常に上手く奉仕・運営が出来
ているので、会員増強も頑張っていただきたい」のお言葉をいただき、非常に嬉しかったです。
　和やかな雰囲気の中、公式訪問は無事終了いたしました。

例会日：平成25年７月16日（火）
会長：井上　久雄／幹事：大塚　章仁

さいたま欅RC　渡邊ガバナー公式訪問を終えて
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　新年度が始まって３週目の７月１７日、三郷ウエ
ンズデーロータリークラブへのガバナー公式訪問が
行われました。渡邊ガバナー、木幡ガバナー補佐に
おいで頂き会長幹事懇談会では、会員増強について
の現実的な方策ついてのご指導を頂き、更にロータ
リー財団、米山記念奨学会への寄付の目標達成につ
いて等クラブ運営全般に亘ってご指導、ご指摘を頂
きました。
　猛暑の最中では有りましたが、事前にガバナー事
務所からの連絡もあり、全員ノーネクタイのクール

ビズ服装での出席で、例会に於いては国際協議会でのエピソードの紹介を含め、ＲＩ会長テーマの説
明から地区活動方針の説明に至るまで熱心にお話を頂きました。
　クラブ協議会に於いても、年度初めの公式訪問に相応しく活動計画の細部にわたってご指導を頂き
ありがとうございました。暑さの続く中、過密なスケジュールをこなされる渡邊ガバナーのご健闘を
心からお祈り申し上げます。

　本年度5番目のガバナー公式訪問例会は、渡邊和
良ガバナー、佐藤美好ガバナー補佐、斉藤光人地区
副幹事を迎えて開催させていただきました。パワー
ポイントを使い国際協議会についてわかりやすく説
明をしていただきました。その後のクラブ協議会に
於いては、ＳＡＡから順次31名の委員長より発表
をしてもらい、適宜ガバナーから講評をいただきな
がらの2時間10分間の充実の１日でした。

例会日：平成25年7月18日（木）
会長：平田　利雄／幹事：渡井　務

浦和東RC

例会日：平成25年７月17日（水）
会長：鈴木　武／幹事：倉島　保

三郷ウェンズデー　ガバナー公式訪問報告書
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　７月18日（木）大変な緊張をしながら迎えたガ

バナー公式訪問の日、渡邊和良ガバナーと佐藤美好

ガバナー補佐は早めにお越しくださり、ガバナー面

談も１時間早く始まりました。大変フレンドリーな

語り口のガバナーはRIのことからクラブ運営の細

かなことまで、所属する浦和北RCを例に挙げなが

らとても分かり易く話をして下さいました。ガバ

ナー面談はとても楽しい時間でした。

　例会で頂いた卓話も同じように分かり易く、RCの素晴らしさ楽しさ目的について教えてください

ました。クラブ協議会では個々の委員会活動にコメントを下さり、１年間の奉仕活動の実践がより実

のなるものとなるようにご指導をいただきました。この日の学びを大切にして、今年度の浦和中RC

の活動を展開してまいりたいと思います。

例会日：平成25年７月18日（木）
会長：石関　健／幹事：市川　浩正

浦和中RC　ガバナー公式訪問を終えて

　近年になく早いガバナー公式訪問に新年度早々、

準備に追われる日々であった。

　７月23日（火）例会当日、午前10時40分に渡邊

和良ガバナーが当春日部ロータリークラブを訪問。

ガバナーの意向に添い『胸襟を開いて』リラックス

ムードで懇親会が始まった。ガバナーの術中に思わ

ず本音を暴露・・・いやいやそんな物騒ではなく気

楽に意見交換が為された。いざ例会場へ、この時思わぬアクシデント発生!?　青少年交換プログラム

応募の女子高校生が見えたのです。（彼女は例会時間を見計らって計画的だったそうです）勢いでそ

のまま例会場へ。続くクラブ協議会でも渡邊和良ガバナーの歯切れの良いやりとりに各委員長も大い

に発言し、順調に協議を終了した。

例会日：平成25年７月23日（火）
会長：園部　博士／幹事：小笠原　泰三

春日部RC　渡邊ガバナー初見参！
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　７月24日（水） 渡邊和良ガバナー公式訪問があ
りました。毎年、公式訪問は早く、今年も大慌てで
活動計画書の作成に当たりました。各委員会の炉辺
会合や年度終了前の決算と予算の作成等々、やっと
の思いで公式訪問にたどりつきました。
　また、渡邊ガバナーの気さくな御人柄は存じてお
りましたが、いざ公式訪問となると自然と背筋が伸
びる思いが致しました。
　そして、世界のロータリーの状況や今後のロータ
リーの役目等分かりやすく説明していただき、とて
も勉強になりました。本当にありがとうございまし
た。

　７月の暑さの中、当クラブ初めての会場、川口道
の駅「樹里安」に渡邊和良ガバナー山口宣道ガバ
ナー補佐をお迎えいたしまして、公式訪問例会を開
催いたしました。
　例会に先立って、渡邊ガバナー、山口ガバナー補
佐、当クラブから、黒田、根岸幹事、吉田エレクト
で懇談会が行われました。渡邊ガバナーから、会員
増強、財団、米山、いかに出席率を上げるかなど、
また、会長のやる気次第でクラブが盛り上がるとお

言葉をいただきましたので、自分なりに会員と協力して盛り上げていきたいと思います。
　一時間の懇談会がこんなに短く感じられたことはありません。
　昼食後の例会、後半のガバナー卓話はプロジェクターを使用して、ロンＤ・バートンＲ・Ｉ会長に
ついて熱く語られました。
　その後、クラブ協議会に於きましては、各委員長の多種多様な質問に的確かつ有意義な助言を賜り、
心より御礼申し上げます。今後の当クラブの活動に大きな助言をいただいたひと時でありました。こ
れからもご指導ご鞭撻賜ります様お願い申し上げます。渡邊ガバナーに於かれましてはこれから夏本
番、暑い日が続くと思われますのでお体に十分ご留意頂き、これからのご活躍をご祈念申し上げます。
ありがとうございました。

例会日：平成25年7月25日（木）
会長：黒田　義孝／幹事：根岸　誠

鳩ヶ谷RC　ガバナー公式訪問を終えて

例会日：平成25年７月24日（水）
会長：増田　徹／幹事：千葉　秀樹

川口北RC　ガバナー公式訪問報告
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　７月25日、渡邊和良ガバナー、川井大輔第9グ

ループガバナー補佐をお迎えして公式訪問例会を開

催致しました。

　例会前の懇談会では会長・幹事・会長エレクトを

交えて、会員増強や財団、米山などについてのアド

バイスをして頂きました。

　例会では、プロジェクターを使いガバナーの卓話

を拝聴させて頂き、RIの方針やロータリーの活動の重点項目などわかり易くご説明頂きました。

　クラブ協議会では、各部門委員の活動方針等の発表を熱心に聞いて頂き、また的確なご指導とご助

言を賜りました。これから活動する我々にとって、大きな励みになりました。長時間でありましたが、

大変充実した、有意義な例会を行うことができました。

　渡邊ガバナー、川井ガバナー補佐におかれましては、これから１年間お体にご自愛いただきまして

ご活躍をお祈り致します。誠にありがとうございました。

例会日：平成25年７月25日（木）
会長：伊藤　祐嗣／幹事：髙橋　洋一

八潮みらい　ガバナー公式訪問を終えて

　会長、幹事、副会長が緊張する中、笑顔の渡邊ガ

バナーを例会場玄関にお迎えしました。ガバナーの

気取らぬお人柄のお陰で、和やかでお話しやすい雰

囲気の下、懇談会、例会、そしてクラブ協議会を進

めることができました。ガバナーからは分かりやす

く、具体的・実践的なご指導ご講評を賜ることがで

き、会員は率直かつ真剣な意見交換の機会とするこ

とができました。協議会終了後の茶話会でも多数の

会員がガバナーを囲み、楽しい歓談の一時でした。ガバナーから、当クラブの会員の質の高さはよく

分かったので、後はその実践ですね、とのお言葉を頂戴しました。全員でロータリーを実践する１年

にできればとの思いを新たにした公式訪問でした。

例会日：平成25年７月29日（月）
会長：成海　和正／幹事：齊藤　建吾

浦和南RC
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　去る７月31日（水）、渡邊和良ガバナーをお迎

えしての公式訪問例会が執り行われました。例会で

は、渡邊ガバナーより2013年度国際協議会での画

像、映像を交えての講話をいただきました。例会後

に行われたクラブ協議会に於いては、各委員会の事

業計画に様々なご助言を頂戴し、大変有意義な公式

訪問例会とする事が出来ました。お越しいただきま

した、渡邊ガバナー、星野ガバナー補佐、佐藤地区

副幹事、本田ガバナー補佐幹事におかれましては、ご多用の中誠にありがとうございました。

　８月１日栗橋RCを渡邊ガバナー様公式訪問とな

りました。

　第７グループ補佐　多田様、地区副幹事尾崎様の

出席をいただき始まりました。

　渡邊ガバナーより「会員基盤の多様化」第７項の

話があり、その後ロータリーが最も力を入れている

ポリオ撲滅の話をいただきました。さらにRI会長　

ロン・バートン氏の今年度のテーマ「ロータリーを

実践し　みなに豊かな人生を」を解説していただき、より多く奉仕するものはより多く報われる、と

締めくくられました。

　９名の少人数クラブに小高正嘉新会員が入会し、渡邊ガバナーよりバッジを付けていただきました。

とても良い記念となりました。

　今年度10名のスタートとなりますが、会長・幹事・会員一丸となって少しでも前へ進みたいと考

えます。ありがとうございました。

例会日：平成25年８月１日（木）
会長：遠藤　政和／幹事：長谷　虎峰

栗橋RC　ガバナー公式訪問を終えて

例会日：平成25年７月31日（水）
会長：村山　隆之／幹事：前島　昌文

桶川RC　～ガバナー公式訪問を終えて～
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　８月５日（月）、渡邊ガバナー、第四グループ木
本ガバナー補佐に公式訪問を頂きました。
　例会に先立ち、会長幹事懇談会が開催され、会
長・幹事・会長エレクト・幹事エレクトが出席し、
クラブの現状と方針をご説明申し上げ、渡邊ガバ
ナーより懇切なご指導を賜わりました。
　今後のクラブ運営及び奉仕プロジェクトの実施に、
大変参考となり、有意義な懇談会となりました。
　例会においては、国際協議会のご様子を楽しくお

聞かせ頂き、又、ＲＩ方針、地区方針も大変理解し易くご説明頂きました。
　例会終了後のクラブ協議会においては、委員会ごとに丁寧なご指導を頂きました。
今年度は入会三年未満の委員長を多く起用しております。渡邊ガバナーの明解なご説明と、寛容なお
人柄に触れ、出席したメンバーは、ロータリーに対してより理解が深まり、そして、委員会運営の大
きな力となったと思います。
　渡邉ガバナー、木本ガバナー補佐に厚く感謝を申し上げ、公式訪問のご報告とさせて頂きます。

例会日：平成25年８月５日（月）
会長：内山　泰成／幹事：小沢　 孝

大宮西RC

　大宮南ロータリークラブのガバナー公式訪問は、
８月６日（火）大宮ラフォーレ清水園にて、渡邊和
良ガバナー、濱野英美ガバナー補佐、山根健久地区
副幹事をお迎えして行われました。
　11時からの懇談会は、予定より少し早めに開始。
当クラブからは会長、幹事、黒臼秀之会長エレクト
が出席し、ガバナーのお人柄のおかげで和やかな雰
囲気で行うことができました。懇談の中で、ガバ
ナーからクラブ運営に関する様々なご示唆を頂きま
したが、特に、当クラブにおける会員増強の重要性

を再確認させていただきました。
　昼食の後、12時30分から例会場に会場を移し、例会の中でガバナーから卓話を頂きました。映像
を使った卓話の中で、ロータリーの国際情勢等についてご教示いただきました。
　例会後、３時50分まで、クラブ協議会にご同席頂きました。部門ごとの年次計画の発表後にガバ
ナーからの講評を頂きましたが、ロータリーにおける「奉仕」の根源的なご説明から、「例会に来て
いただいているお客様に寂しい思いをさせてはいないか」という実践的なアドバイスまで、今後のク
ラブ運営に活かすべき有意義な協議会をもつことができました。
　当日、ガバナーは、午後４時から大宮中央クラブの公式訪問が予定されており、お忙しい中本当に
ありがとうございました。

例会日：平成25年８月６日（火）
会長：宗像　英明／幹事：堀田　敏広

大宮南RC
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　平成25年8月20日、35度の暑さの中を渡邊ガバ

ナーに訪問いただきました。出席率100％の例会で

渡邊ガバナーは、米国サンディエゴで開催された国

際競技会でのエピソードを紹介下さった後、世界の

ロータリー・クラブの趨勢を熱心に説明して下さり

ました。そして、クラブ協議会では各委員長による

活動説明に対して、細やかで具体的なアドバイスを

いくつも指導下さいました。最後に、我らが池田会

長のリーダーシップと会の活動の充実ぶりを賞賛して下さり、会員一同、増強への決意を新たに致し

ました。

　８月22日（木）、杉戸RC・杉戸中央RC合同の

ガバナー公式訪問が行われました。

　ここ数年は、毎年順番に担当クラブが変わり、今

年度は杉戸RCクラブが幹事クラブとなりました。

会場は、杉戸RCクラブの例会場である埼玉りそな

銀行杉戸支店の会議室となり、渡邊和良ガバナーと

両クラブの会長・幹事・会長エレクトとの懇談会は、

支店長室をお借りして行いました。合同例会では、

渡邊ガバナーのご挨拶の後に、ロンＤバートンＲＩ会長がサンディエゴで行ったスピーチのDVDも

見せていただきました。又、クラブ協議会では各クラブの委員長による発表の後、渡邊ガバナーより

講評をいただき、知識豊富な渡邊ガバナーからの厳しくも温かみのあるアドバイスを頂きました。又、

最後に栗原第６グループガバナー補佐からも講評をいただき、和やかな雰囲気の中で、渡邊ガバナー

の公式訪問は終了となりました。

例会日：平成25年８月20日（火）
会長：池田　成彬／幹事：時枝　慎一郎

杉戸RC　ガバナー公式訪問報告

例会日：平成25年８月20日（火）
会長：池田　成彬／幹事：時枝　慎一郎

川口シティ鳩ヶ谷RC　ガバナー公式訪問を終えて
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M・P・H・F（6）

山 田 宗 一
（大宮東）

平成25年７月26日

M・P・H・F（5）

八 鍬 伸 一
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（6）

高 橋 誠 一
（大宮西）

平成25年７月29日

M・P・H・F（5）

三 輪 昭 彦
（春日部）

平成25年７月３日

M・P・H・F（5）

三 輪 俊 行
（春日部西）

平成25年７月８日

M・P・H・F（5）

土 橋 藤 男
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（5）

赤 熊 晴 光
（上尾西）

平成25年７月24日

M・P・H・F（6）

本 橋 敏 男
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（7）

佐々木元春
（浦和北）

平成25年７月11日

M・P・H・F（7）

飯 野 耕 司
（大宮）

平成25年７月30日

M・P・H・F（6）
ベネファクター

神 谷 治 善
（越谷南）

平成25年７月11日

M・P・H・F（6）

波多野勝治
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（6）

斉 藤 一 雄
（上尾西）

平成25年７月24日

大口寄付　18,000$

瀧田大樹郎
（越谷）

平成25年７月25日

大口寄付　11,000$

遠 藤 政 和
（栗橋）

平成25年７月４日

大口寄付　17,000$

山 田 誠 治
（春日部）

平成25年７月24日

大口寄付　16,583.21$

渡 邊 和 良
（浦和北）

平成25年７月11日

大口寄付　14,000$

近 藤 敬 男
（蓮田）

平成25年７月25日

大口寄付　11,400$

永 嶋 良 一
（大宮）

平成25年７月30日

大口寄付　14,000$

鯨 岡 文 夫
（蓮田）

平成25年７月25日

大口寄付　18,800$

三 國 　 明
（春日部西）

平成25年７月８日

田中冠名基金　50,000$

田 中 德 尚
（川口）

平成25年７月22日

大口寄付　45,725$

大 塚 信 郎
（上尾）

平成25年７月25日

大口寄付　43,740$
ベネファクター

吉 田 　 肇
（川口西）

平成25年７月12日

大口寄付　20,000$

大 塚 辰 男
（幸手）

平成25年７月18日

大口寄付　40,880.10$

井 橋 吉 一
（越谷）

平成25年７月25日

M・P・H・F（4）

山 田 恵 一
（上尾西）

平成25年７月24日

M・P・H・F（5）

野 口 　 勇
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成25年７月29日

M・P・H・F（5）

磯 貝 九 万
（八潮）

平成25年７月30日

M・P・H・F（5）

林 　 正 憲
（大宮中央）

平成25年７月30日

M・P・H・F（4）

染 谷 英 壽
（春日部）

平成25年７月24日

M・P・H・F（4）

山 㟢 哲 男
（春日部）

平成25年７月10日

M・P・H・F（4）

十 川 英 男
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（5）

関 根 政 勝
（大宮西）

平成25年７月29日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
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ロ
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タ
リ
ー
財
団
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M・P・H・F（1）

上野聡一郎
（上尾西）

平成25年７月24日

M・P・H・F（1）

進 藤 博 司
（大宮）

平成25年７月30日

M・P・H・F（1）

田 村 友 彦
（春日部）

平成25年７月24日

M・P・H・F（1）

緒 方 鎮 夫
（川口）

平成25年７月25日

M・P・H・F（1）

芝 㟢 眞 理
（川口）

平成25年７月25日

M・P・H・F（1）

石 井 秀 幸
（大宮中央）

平成25年７月30日

M・P・H・F（1）

石 川 博 康
（大宮西）

平成25年７月29日

M・P・H・F（3）

本 澤 隆 司
（八潮）

平成25年７月30日

M・P・H・F（1）

熊 木 広 光
（大宮中央）

平成25年７月22日

M・P・H・F（2）

御 畑 博 司
（大宮中央）

平成25年７月22日

M・P・H・F（2）

永 嶋 幸 男
（春日部）

平成25年７月24日

M・P・H・F（2）

金 子 泰 夫
（大宮東）

平成25年７月26日

M・P・H・F（1）

園 部 博 士
（春日部）

平成25年７月10日

M・P・H・F（2）

河 本 　 博
（大宮東）

平成25年８月９日

M・P・H・F（3）
ベネファクター

古 壕 明 人
（蓮田）

平成25年７月25日

M・P・H・F（4）

内 海 敏 雄
（大宮西）

平成25年７月29日

M・P・H・F（4）

峯 　 　 勉
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成25年７月29日

M・P・H・F（4）

坂 　 仁 視
（大宮中央）

平成25年７月30日

M・P・H・F（3）

松 本 弘 次
（上尾西）

平成25年７月24日

M・P・H・F（3）

須 賀 隆 夫
（大宮北）

平成25年７月19日

P・H・F

椙 田 智 章
（浦和北）

平成25年７月18日

ベネファクター

森 田 武 司
（大宮北東）

平成25年７月４日

P・H・F

柴 田 　 功
（大宮中央）

平成25年７月22日

P・H・F

南　慎一郎
（大宮中央）

平成25年７月22日

P・H・F

海老原光男
（春日部）

平成25年７月24日

P・H・F

町 田 宏 遠
（大宮中央）

平成25年７月24日

P・H・F

高 田 憲 治
（大宮中央）

平成25年７月24日

ベネファクター

中 川 高 志
（大宮）

平成25年７月30日

ベネファクター

小川長四郎
（川口）

平成25年７月30日

ベネファクター

林 　 妙 子
（大宮中央）

平成25年７月22日

ベネファクター

岡 田 栄 一
（上尾西）

平成25年７月24日

ベネファクター

江 原 武 男
（越谷）

平成25年７月25日

ベネファクター

栗 原 偉 憲
（杉戸中央）

平成25年７月29日

ベネファクター

三 枝 和 男
（大宮東）

平成25年７月26日

ベネファクター

田 村 晃 佑
（春日部）

平成25年８月７日
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米山功労者マルチプル（6）

北 島 修 一
（浦和北）

平成25年７月18日

米山功労者マルチプル（7）

中 川 高 志
（大宮）

平成25年７月30日

ベネファクター

新藤耕四郎
（大宮西）

平成25年８月８日

ベネファクター

内 山 泰 成
（大宮西）

平成25年８月８日

米山功労者マルチプル（6）

金 本 栄 翯
（さいたま新都心）
平成25年７月30日

米山功労者マルチプル（5）

勝 野 由 行
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者マルチプル（5）

荒 　 隆 一
（川口）

平成25年７月25日

米山功労者マルチプル（9）

土 橋 藤 男
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（8）

神 谷 治 善
（越谷南）

平成25年７月11日

米山功労者マルチプル（8）

八潮環境事業協同組合
（八潮）

平成25年７月17日

米山功労者メジャードナー（10）

星 野 秀 敏
（大宮）

平成25年７月30日

米山功労者メジャードナー（10）

遊 馬 久 治
（大宮北東）

平成25年７月25日

米山功労者メジャードナー（20）

半 田 昭 雄
（浦和北）

平成25年７月４日

米山功労者メジャードナー（20）

大 塚 信 郎
（上尾）

平成25年７月25日

米山功労者メジャードナー（19）

山 田 誠 治
（春日部）

平成25年７月24日

米山功労者メジャードナー（16）

久 世 晴 雅
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者メジャードナー（26）

石 井 　 治
（春日部）

平成25年７月24日

米山功労者メジャードナー（33）

森 田 武 司
（大宮北東）

平成25年７月４日

米山功労者メジャードナー（35）

吉 田 　 肇
（川口西）

平成25年７月16日

米山功労者マルチプル（8）

三 輪 昭 彦
（春日部）

平成25年７月24日

米山功労者マルチプル（7）

佐々木元春
（浦和北）

平成25年７月10日

米山功労者メジャードナー（13）

岩 渕 孝 男
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者メジャードナー（13）

林 　 正 憲
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者メジャードナー（11）

寺 尾 藤 治
（さいたま新都心）
平成25年２月28日

米山功労者メジャードナー（11）

永 嶋 良 一
（大宮）

平成25年７月30日

米山功労者メジャードナー（15）

渡 邊 和 良
（浦和北）

平成25年７月11日

米山功労者メジャードナー（15）

神 田 義 昭
（浦和北）

平成25年７月４日

米山功労者マルチプル（4）

寺 門 孝 彦
（春日部）

平成25年７月10日

米山功労者マルチプル（4）

樋 口 領 治
（大宮中央）

平成25年７月17日

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会
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米山功労者マルチプル（2）

飯 野 　 忠
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者マルチプル（2）

斉 藤 順 彦
（越谷）

平成25年７月19日

米山功労者マルチプル（2）

古 壕 明 人
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者（1）

柴 田 　 功
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者（1）

泉 　 英 明
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者マルチプル（3）

桐 田 直 樹
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（3）

富 田 　 穣
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（3）

野 村 　 均
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（2）

古 澤 建 治
（浦和北）

平成25年７月11日

米山功労者マルチプル（2）

八 木 光 雄
（浦和北）

平成25年７月４日

米山功労者マルチプル（4）

川 田 金 造
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（4）

黒 須 雅 行
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（4）

波多野勝治
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（3）

岩 崎 一 隆
（蓮田）

平成25年７月26日

米山功労者マルチプル（3）

切 敷 健 一
（大宮中央）

平成25年７月17日

米山功労者マルチプル（4）

岡 田 栄 一
（上尾西）

平成25年７月24日

米山功労者マルチプル（4）

江 原 武 男
（越谷）

平成25年７月19日

米山功労者（1）

寿 原 英 樹
（浦和北）

平成25年７月18日

米山功労者（1）

鈴木今朝茂
（浦和北）

平成25年７月18日

米山功労者（1）

堀 江 誠 一
（大宮東）

平成25年７月26日

小 高 正 嘉
（栗橋）

平成25年７月１日入会

冨士コントロール（株）
薬剤散布

古 屋 実 男
（大宮西）

平成25年７月１日入会

綜合警備保障（株）埼玉中央支社
機械警備業

櫻 井 耕 二
（八潮）

平成25年７月２日入会

（株）あんしんパートナーズ
損害保険

小笠原薫子
（越谷中）

平成25年７月２日入会

小笠原会計事務所
会計士

米山功労者マルチプル（2）

倉 林 宏 高
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成25年７月29日

米山功労者マルチプル（2）

進 藤 博 司
（大宮）

平成25年７月30日

米山功労者マルチプル（3）

峯 　 　 勉
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成25年７月29日

米山功労者マルチプル（3）

飯 野 耕 司
（大宮）

平成25年７月30日

米山功労者マルチプル（4）

関 口 　 茂
（大宮）

平成25年７月30日

米山功労者マルチプル（3）

三 輪 俊 行
（春日部西）

平成25年７月８日

長 田 慶 洋
（越谷）

平成25年７月２日入会

長田会計事務所
税理士

高 橋 茂 行
（越谷中）

平成25年７月２日入会

中医整体 らくぜん
中医整体

新
会
員

新
会
員
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山 崎 邦 宏
（川口北東）

平成25年７月２日入会

日本生命保険相互会社 西川口営業部
保険業

三 浦 聖 二
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成25年７月２日入会

チェカー治具工業
電子機械器具製造

牛 田 恭 市
（大宮）

平成25年７月３日入会

真栄（株）
情報サービス業

赤 塚 正 樹
（川口モーニング）
平成25年７月６日入会

ひので総合特許事務所
法律（弁理士）

中川富保子
（三郷）

平成25年７月５日入会

（株）ティウェーブ 七田チャイルドアカデミー
幼児教室

松 田 和 久
（越谷南）

平成25年７月４日入会

（株）松田設計コンサルタント
設計士

伊 田 　 洋
（川口北東）

平成25年７月16日入会

（株）伊田保険事務所
生損保代理業

水内麻起子
（川口）

平成25年７月11日入会

みもざ法律事務所
弁護士

田 辺 博 昭
（川口）

平成25年７月11日入会

（株）スマイル館
福祉・介護

伊 豆 冬 貴
（春日部イブニング）
平成25年７月23日入会

アズインテリアデザイン　（株）鶴見装備
建設業

平 野 幸 三
（浦和）

平成25年７月19日入会

ＮＨＫさいたま放送局
全国放送

野 村 克 哉
（浦和）

平成25年７月19日入会

学校法人小松原学園
高等学校

福 崎 菊 夫
（上尾西）

平成25年８月７日入会

（株）フロンティア
空調、冷凍電気材料卸

畠 山 篤 士
（上尾西）

平成25年８月７日入会

スターハップ（株）
飲食、食品卸

原 　 雅 之
（上尾西）

平成25年８月７日入会

（有）雅クリエイト
設計事務所

阿 嶋 伸 栄
（大宮）

平成25年８月７日入会

（株）ビデオソニック
映像・音声・文字情報制作業

青 山 　 正
（上尾西）

平成25年８月７日入会

（株）プロヴァンス
不動産賃貸業

小 原 　 修
（草加中央）

平成25年８月１日入会

エスピーレオ（株）
印刷　販売促進企画製作業

渡 辺 　 稔
（大宮西）

平成25年７月29日入会

（株）武蔵野銀行本店営業部
普通銀行業

寺 岡 　 修
（戸田イブニング）
平成25年７月４日入会

Ｏ．Ｔ．サポート（株）
保険・生命損害保険代理店

石 川 勝 利
（越谷南）

平成25年７月４日入会

（株）いしかつ設備
水道工事

小 山 栄 一
（越谷南）

平成25年７月４日入会

小山税務会計事務所
税理士

矢 野 春 男
（大宮）

平成25年７月３日入会

（株）矢野機工社
金属加工機械卸売業

古 屋 博 史
（上尾西）

平成25年７月10日入会

古屋税理士事務所
税理士

西 村 和 夫
（川口北東）

平成25年７月９日入会

（株）今井商事
葬祭業

橋 本 怜 三
（浦和北）

平成25年７月10日入会

電興警備保障（株）
警備業

筑 波 伸 夫
（大宮西）

平成25年７月８日入会

東日本旅客鉄道（株）大宮駅
鉄道業

笠 井 澄 人
（浦和）

平成25年７月19日入会

東日本電信電話（株）埼玉支店
通信事業

八頭司将行
（大宮シティ）

平成25年７月17日入会

やとうじ司法書士事務所
司法書士

谷 紀一郎
（大宮南東）

平成25年７月18日入会

（株）ｍｉｎｓｉａ
健康水道販売

川 田 祐 弘
（大宮シティ）

平成25年７月17日入会

ＭＴツーリスト　（株）ＭＴプラン・システム
旅行業

仲 摩 俊 男
（浦和）

平成25年７月26日入会

（株）関電工 埼玉支店
電気工事

佐 藤 　 淳
（蓮田）

平成25年７月24日入会

Hanrin Art Club
教育　書家

武 笠 真 一
（浦和北）

平成25年７月24日入会

（株）障害者支援センター
障害者福祉

西 山 昌 男
（三郷中央）

平成25年７月23日入会

（株）西山建設
建設業
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村田俊満 会員
（浦和北）

平成25年７月５日
享年75歳

訃報 ◆ 謹んでお悔やみ申し上げます。

　「ロータリー文庫」は日本
ロータリー５０周年記念事
業の一つとして 1970 年に
創立された皆様の資料室で

す。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、
約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えて
おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、
文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については
コピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページで PDF もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」
を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

❖ 地区大会講演他より❖ 

◎「ロータリーの奉仕と平和」 朴柱寅
 2012 9p（D.2790 地区大会記念誌）
◎「国際ロータリー長期計画について」 南園義一
 2013 7p（『ロータリーの友』と共に）
◎「国際ロータリー 2013 年規定審議会提出立法案

採決結果一覧表」 加藤玄静 2013 13p
 （国際ロータリー 2013 年規定審議会報告書）
◎「会員増強をうながす職業奉仕」 田中 毅
 2013 11p（2680 地区研修セミナー講演集）

◎「国際情勢とロータリーの役割」 羽賀友信
 〔2013〕2p（D.2560 地区大会記録）
◎「ロータリーは宗教か」 進 保政
 2013 2p（D.2720 月信）
◎「初期ロータリー外史」 鈴木 宏
 2013 12p（D.2550 月信）
◎「『素晴らしいロータリーへの再生』のために『ク

ラブの活性化』を」山下皓三
 2013 3p（D.2730 月信）
◎「再びロータリーとは」 石丸鐵太郎
 2013 2p（D.2680 月信）
 ［上記申込先：ロータリー文庫］

◎「DVD/ 国際ロータリーの進化とその原点～家
庭集会 ( 炉辺会合）の一助に」

 講師：重田政信　高崎北 RC 2013
 ［申込先：高崎北 RC　TEL(027)330-6060］

文
　
　
　
庫

ロ
ー
タ
リ
ー

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3階
TEL（03)3433-6456　FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10時～午後 5時
休館＝土・日・祝祭日

文庫通信
（311号）

柳 沼 憲 一
（幸手）

平成25年８月７日入会

（有）柳沼建材
建材業

安 光 　 洋
（大宮）

平成25年８月７日入会

安光洋税理士事務所
税理士
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2013年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
純
増

当月 通算
出席率
順位出席率 順位内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 112 1 112 1 0 6 4 85.75 38 38

浦 和 東 81 3 80 3 －1 4 0 93.34 10 10

浦 和 南 25 0 25 0 0 3 0 94.79 5 5

浦 和 中 35 2 35 2 0 3 0 82.63 55 55

浦和ダイヤモンド 25 7 25 7 0 5 0 89.00 22 22

第1グループ計 278 13 277 13 －1 21 4 89.10

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 71 6 71 6 0 7 2 84.06 49 49

さいたま中央 49 2 49 2 0 3 0 87.76 28 28

浦 和 西 19 2 19 2 0 7 0 86.67 34 34

浦 和 北 東 44 2 44 2 0 7 0 75.35 67 67

さいたま新都心 41 0 41 0 0 2 0 87.19 31 31

第2グループ計 224 12 224 12 0 26 2 84.21

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 0 69 0 2 3 2 83.42 52 52

大 宮 南 39 6 39 6 0 5 0 81.42 60 60

大 宮 中 央 46 0 46 0 0 5 0 72.82 68 68

大 宮 南 東 9 5 9 5 0 4 0 79.20 63 63

大 宮 シ テ ィ 68 4 70 4 2 8 2 82.18 58 58

さ い た ま 欅 19 1 19 1 0 10 0 71.05 69 69

第3グループ計 248 16 252 16 4 35 4 78.35

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 87 4 88 4 1 9 3 82.55 56 56

岩 槻 29 4 29 4 0 5 0 63.79 74 74

大 宮 北 22 1 22 1 0 5 0 83.53 51 51

大 宮 東 36 0 36 0 0 3 0 87.21 30 30

岩 槻 東 28 1 28 1 0 3 0 85.71 39 39

大 宮 北 東 15 2 15 2 0 3 0 66.66 73 73

岩 槻 中 央 13 0 13 0 0 3 0 57.68 76 76

第4グループ計 230 12 231 12 1 31 3 75.30

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 35 1 35 1 0 3 0 95.71 3 3

鴻 巣 24 1 24 1 0 3 0 91.30 17 17

桶 川 16 0 17 0 1 3 1 68.99 71 71

上 尾 西 39 0 40 0 1 6 1 90.54 21 21

北 本 9 0 9 0 0 3 0 91.68 16 16

上 尾 北 25 0 25 0 0 3 0 93.79 7 7

鴻 巣 水 曜 30 4 30 4 0 5 0 85.52 41 41

桶川イブニング 18 0 18 0 0 2 0 88.88 24 24

第5グループ計 196 6 198 6 2 28 2 88.30

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 41 0 41 0 0 10 0 86.13 36 36

杉 戸 23 0 23 0 0 3 0 84.21 48 48

春 日 部 西 30 1 30 1 0 5 0 84.50 46 46

庄 和 20 1 20 1 0 3 0 92.00 14 14

春 日 部 南 31 3 28 2 －3 5 0 77.91 64 64

春日部イブニング 21 1 22 1 1 3 1 92.09 13 13

杉 戸 中 央 20 0 20 0 0 3 0 85.19 43 43

第6グループ計 186 6 184 5 －2 32 1 86.00

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2013年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
純
増

当月 通算
出席率
順位出席率 順位内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 43 1 43 1 0 5 0 93.95 6 6

蓮 田 32 0 34 1 2 5 2 85.62 40 40

久 喜 菖 蒲 58 4 58 4 0 6 0 88.64 25 25

栗 橋 9 0 10 0 1 2 1 83.28 54 54

幸 手 中 央 23 0 24 0 1 3 1 82.23 57 57

第7グループ計 165 5 169 6 4 21 4 86.74

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 82 4 83 4 1 6 2 84.67 45 45

越 谷 南 52 4 55 4 3 5 3 91.30 17 17

越 谷 北 53 1 52 1 －1 5 0 86.80 32 32

越 谷 東 49 7 49 7 0 5 0 83.67 50 50

越 谷 中 16 0 18 1 2 5 2 86.05 37 37

第8グループ計 252 16 257 17 5 26 7 86.50

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 47 3 48 3 1 5 1 94.99 4 4

草 加 南 11 1 11 1 0 3 0 88.63 26 26

八潮イブニング 27 2 29 2 2 3 2 82.18 58 58

草 加 中 央 20 0 20 0 0 3 0 92.50 12 12

八 潮 み ら い 25 0 25 0 0 3 0 88.00 27 27

草 加 松 原 33 2 33 2 0 5 0 85.16 44 44

第9グループ計 163 8 166 8 3 22 3 88.58

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 32 2 32 2 0 5 0 76.10 66 66

三 郷 31 2 32 3 1 3 1 87.50 29 29

三 郷 中 央 17 0 18 0 1 5 1 90.62 20 20

三郷ウェンズデー 23 2 23 2 0 5 0 80.43 61 61

松 伏 14 4 14 4 0 3 0 92.85 11 11

第10グループ計 117 10 119 11 2 21 2 85.50

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 83 11 84 12 1 5 2 70.82 70 70

鳩 ヶ 谷 23 0 23 0 0 3 0 85.51 42 42

川 口 東 20 0 20 0 0 5 0 84.44 47 47

川口・鳩ヶ谷武南 26 2 26 2 0 2 0 86.78 33 33

川口モーニング 26 1 27 1 1 5 1 93.52 9 9

川 口 南 31 4 29 4 －2 3 0 67.27 72 72

川口シティ鳩ヶ谷 17 0 18 0 1 5 1 88.89 23 23

埼 玉 ゆ ず 20 20 20 20 0 0 0 61.25 75 75

第11グループ計 246 38 247 39 1 28 4 79.81

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 52 6 52 6 0 1 0 86.49 35 35

蕨 23 1 23 1 0 1 0 90.90 19 19

川 口 西 26 4 26 4 0 1 0 76.67 65 65

戸 田 西 30 1 30 1 0 3 0 98.21 1 1

川 口 北 27 1 27 1 0 5 0 91.92 15 15

川 口 北 東 19 2 22 2 3 5 3 93.75 8 8

川 口 中 央 13 2 13 2 0 2 0 97.92 2 2

川口むさし野 17 1 17 1 0 3 0 79.96 62 62

戸田イブニング 18 0 19 0 1 2 1 83.33 53 53

第12グループ計 225 18 229 18 4 23 4 88.79

地 区 合 計 2530 160 2553 163 23 314 40 84.67 
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